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あ：明るい学校 い：いきいき活動 う：美しく え：笑顔がいっぱい お：おもいやり

早いもので、夏休みまであと１か月となりました。６月１０日からは水泳指導が始まり、元気

な声がプールから聞こえています。５月２５日にはＰＴＡ役員による奉仕作業が行われ、プール

周辺の除草をしてくださいました。本校の教育活動が、たくさんの方々の支えで成り立っている

ことを感じています。引き続き、保護者・地域の皆さまの協力をいただきながら、一つ一つの教

育活動の意義、目的を確認し、大切に取り組んでいきたいと思います。

◆５月１４日 いじめゼロ子どもサミット

小山市では、毎年、「いじめの未然防止・撲滅」を目指すための取組の一つとして、「いじめゼ

ロ子どもサミット」を開催しています。当日は、各校の代表児童生徒が中学校区毎に集まって話

し合い、メッセージ作成等が行われました。本校からは６年生の○○○○さんが代表で参加し、

後日、サミットで感じたこと・考えたことをTeamsを使って全校児童に呼びかけました。

＜○○○○さんのメッセージ＞

今まで触れることがなかったことについて話し合って、新しいことに気づいたり、相手と自分の違

いがわかったりしたので、違いのある人に寄り添っていけたらいいなと思いました。ある小学校の子

が、多数決の際、自分が少数派の意見でほかの意見が大多数になると、多数派の意見に流されていた

けれど、少数派の意見にこそ耳を傾けるべきだし、少数派の意見というのは大切だと発表していました。

僕は、その意見に納得しました。

このサミットに参加する前は、いじめが子どもだけで解決で

きるとは思っていなかったけれど、話合いをしていくうちに、

子どもにもいじめを解決する力がこんなにもあるのだと、中学

生が話をしていました。僕も大人に少し頼りながら、いじめゼ

ロ活動をしていきたいです。

そして最後に、若木小のみなさんへメッセージです。

「これからは、個性を尊重し、認め合いましょう。」

現在、子どもたちは、自分で考えた「若木っ子いじめ

防止宣言」の達成に向け、取り組んでいます。今後は、

定期的に振り返りの機会を設けて、よりよい行動に繋げ

ることで、一人一人がいじめのない学校を目指し、行動

していきます。

小山中学校区・２か条

①一人一人の個性を見直し､違いを見つけ受け入れよう。

②違いを認め合い､自分らしさを表現しよう。

若木よ 巨木となり 森を成せ
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◆５月２２日 第１回学校運営協議会

学校運営協議会が発足３年目を迎えました。授業参観、学校経営方針の承認、熟議、給食試食

会を行いました。熟議では、「保護者との協働は、事前に想定できる課題について十分検討して

おくことが必要。」「教員の年齢構成、コロナ対応などから、引継ぎが難しいのではないか。改善

点を共有して、トライ＆エラーが大切。失敗も許容できる学校であってほしい。」「５月の連休前

までのスタートが大切。１年生や転入生は適応できているか。」「敷地内の樹木の管理は、市へ要

望していくとよい。」等、建設的なご意見をいただきました。まさに、学校の応援団そのもので

す。引き続き、学校運営の充実に向け大変お世話になります。どうぞよろしくお願いいたします。

◆５月２３日・２４日 修学旅行 ～数年ぶりの鎌倉・東京方面～

専用列車で鎌倉入りし、鎌倉駅から班別活動をスタート。鶴岡八幡宮や大仏の見学、小町通り

での散策等をしながらゴールの新江ノ島水族館を目指しました。その後、バスでお台場まで移動

し、夕食を済ませてから宿泊先へ。２日目は、キッザニア東京での体験活動・昼食、午後は国立

科学博物館・上野動物園を見学し、専用列車で小山に戻ってきました。天気にも恵まれ、充実し

た２日間でした。宿泊先の方からは、子どもたちの挨拶や礼儀正しさ、友だちを気遣う優しさに

ついて、お褒めの言葉をいただきました。若木小の子どもたちを褒めていただき、とても嬉しか

ったです。今後も、最上級生として学校を引っ張っていってくれることを心から期待しています。

＜心に残ったこと＞

・江ノ電からの景色がきれいだった。 ・高徳院の大仏が想像していたよりも大きくて迫力があった。

・班別活動では、よいチームワークでお互いに助け合いながら、楽しい修学旅行になった。

・みんなだけで切符を買って電車に乗った。初めての体験がたくさんあって、心に残った。

・ホテルでは、みんなとトランプをしたり、仲良くテレビを見たりしたことが心に残った。

＜これから生かしたいこと＞

・みんなで協力して、大変なことも乗り越えられた。学校生活に生かしたい。

・これからも、何か困ったことがあったら、焦らずに周りの人に相談したい。

・しっかりとした事前の調べ学習が大切であることを、下級生に伝えたい。

◆５月２５日 ＰＴＡ奉仕作業

ＰＴＡ役員の方々のご協力で、職員も参加して奉仕作業を行われました。「校庭やプール周辺

の除草」「側溝にたまった土砂の除去」「エアコンの掃除」等を行ってくださいました。短時間で

したが、普段の清掃活動では行き届かない部分をお手伝いいただき、大変ありがたかったです。

お子様連れで参加してくださった方もいて、子どもたちも

一緒に活動をしてくれました。子ども・保護者・職員の協

力・協働により、若木小の環境整備をすることができたこ

とが、大きな一歩だと思います。お世話になりました。

◆５月２８日（１～２年生）・３１日（３～６年生） 交通安全教室

小山市役所より２名の講師の方をお迎えし、「交通安全教室」を行いました。雨天のため、両

日とも体育館での実施でしたが、映像による交通安全の講話の他、道路に見立てたコースで実際

に交通ルールを守って歩いてみました。上学年では、「自転車に乗っている小学生と歩行者との

接触事故」を紹介し、交通ルールを守ることの大切さ・責任の重さをお話

しくださいました。おかげさまで、若木小のこどもたち、みんなが命を守

るための大切な学習をすることができました。ありがとうございました。

＜振り返り＞・これからは、青になってもみぎひだりを見てあるきたいです。

・きをつけてはじをあるきたいです。みんなとあるけたのがたのしかったです。


